
子育てサークル「キッズワールド」の会長横澤 寧 
やす

 子 さん（左・添川）、
こ

会計横澤 清  美 さん（中央・添川）、副会長菊地
きよ み

 里  美 さん（右・椿）
さと み

後藤幸平
飯豊町長

山口信也
喜多方市長

×     新新 春春 対対 談談新年号
特　集



広報いいで 2

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

目次広報いいで

2013

1

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は飯豊町ホームページにも掲
載しています。
大きなアイコンとすっきりしたデザインで、だれでも
見やすく、欲しい情報が簡単にさがすことができるよ
うに工夫されています。
どうぞアクセスし、生活情報に役立ててください。

年頭のごあいさつ03

新年号特集◎新春対談
飯豊町長 後藤幸平×喜多方市長 山口信也

04

高校バレー日本１へ挑戦　
木村由夏（萩生、米沢中央高等学校女子バレーボール部）

08

いいで未来号 Ⅳ 「語らいから実行へ」
4

10

まちかどNEWS
おきたま子育て応援フェスタ／こどもみらい館クリスマ
ス会／読み聞かせの講習会／親子でケーキ作りほか

12

スナップショット／被災地から感謝の言葉14
表彰受賞者の紹介／がんばりの軌跡15
直伝おふくろの味16
子育てファイル／あ～す図書室情報17

ようこそ！わたしたちの倶楽部に／東京飯豊会会長から
新年のごあいさつ

18

健康ikiikiプラス19

町県民税申告相談会のお知らせ20
お知らせ／戸籍の窓／人の動き／編集後記22

町宝いいで ～木造薬師如来座像～24

www.town.iide.yamagata.jp

　キッズワールドは、こど
もみらい館を主な活動場所
にしている育児サークルで
す。会員数は25組（大人25
名、子ども45名）。昨年は、
ゆり園見学、生け花体験、
パン作り、消防署見学など
多様な活動を行いました。
「子育てをさらに楽しく、
負担を分かち合えるような
サークル活動と雰囲気づく
りを心掛けています」と横
澤会長は話します。詳しく
は、こどもみらい館まで
（志72―3336）。

一緒だから安心。楽し
さ広がる育児サークル

今月の

表　紙

西置賜行政組合消防署を見学
するキッズワールドのメン
バーたち （昨年９月）



広報いいで 2013/1/173

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
春
の
光
と
輝
き
は
、
明
日
へ
の
活
力

と
希
望
の
光
で
す
。

　

飯
豊
町
は
昭
和　

年
に
誕
生
し
て
、
本
年

33

で　

年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
町
内
９
つ

55
の
地
域
が
独
自
に
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
、
着
実
に
地
域
力
を
高
め
て
い

ま
す
。「
成
り
行
き
ま
か
せ
に
し
な
い
。
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
実
践
す
る
。
過
去
に
は

戻
れ
な
く
て
も
未
来
は
創
る
こ
と
が
で
き

る
」。　

年
の
節
目
に
共
有
す
べ
き
旗
印
は

55

そ
の
こ
と
で
す
。
地
域
力
は
人
間
力
で
も
あ

り
ま
す
。
私
達
は
い
っ
た
い
何
を
し
た
い
の

か
、
ど
ん
な
社
会
を
、
ど
ん
な
世
界
を
次
世

代
に
引
き
渡
そ
う
と
す
る
の
か
、
そ
れ
が
核

心
で
あ
り
出
発
点
で
す
。

　

森
と
田
園
を
大
切
に
し
、
交
流
を
深
め
、

資
源
を
生
か
し
、
産
業
を
興
し
、
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が
ち
ま
た

に
溢
れ
る
ふ
る
さ
と
を
創
り
ま
す
。
森
を
大

切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
森
の
木
を
使
う

と
い
う
こ
と
、
森
に
暮
ら
す
人
々
を
増
や
す

と
い
う
こ
と
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
と
「
飯
豊
住
宅
」
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
田
園
散
居
村
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

土
地
利
用
型
農
業
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
域
内

循
環
重
視
、
持
続
可
能
型
農
業
と
新
規
就
農

者
の
就
農
支
援
施
設
整
備
事
業
に
着
手
し
ま

す
。

　

交
流
。
に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
が
「
ス
ノ
ー
・
ス
マ
イ
ル
」
と
題
し
、

雪
を
楽
し
み
、
活
か
す
イ
ベ
ン
ト
を
興
し
ま

す
。
新
潟
県
の
糸
魚
川
市
若
者
ま
ち
づ
く
り

団
体
が
B
級
グ
ル
メ
を
持
っ
て
飯
豊
の
催
事

に
友
情
参
加
し
ま
す
。
農
山
村
の
魅
力
的
な

将
来
像
を
描
く
全
国
中
山
間
地
域
振
興
対
策

協
議
会
の
研
究
大
会
を
ゆ
り
の
花
咲
く
こ
ろ

に
開
催
し
ま
す
。
日
本
交
通
公
社
と
の
共
同

企
画
、
農
村
都
市
交
流
事
業
が
本
格
的
に
動

き
出
し
、
企
業
研
修
や
人
材
養
成
の
た
め
の

農
山
村
生
活
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
の
舞
台

に
な
り
ま
す
。

　

資
源
、
産
業
、
暮
ら
し
。
雇
用
創
造
協
議

会
を
立
ち
上
げ
て
「
仕
事
の
学
校
」
構
想
を

具
現
化
。
８
人
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
し
、

介
護
か
ら
特
産
品
づ
く
り
、
既
存
企
業
の
サ

ポ
ー
ト
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
や
人
材
養
成
講

座
ま
で
フ
ル
回
転
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
。「
に
ぎ
わ
い

茶
房
」
を
若
者
の
出
会
い
の
場
に
。
子
育
て

支
援
の「
新
散
居
村
住
宅
」
を
各
地
区
に
建

設
し
、
大
自
然
と
音
楽
の
楽
し
み
、
良
質
な

学
習
環
境
で
、
健
康
で
知
的
、
情
操
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

　

山
形
ま
で
高
速
で
結
ぶ
東
北
中
央
自
動
車

道
の
完
成
が
平
成　

年
度
中
と
秒
読
み
に

29

入
っ
た
い
ま
、
本
町
中
心
部
を
走
る
国
道　
113

号
の
高
規
格
化
へ
向
け
た
運
動
を
強
力
に
展

開
。
着
工
か
ら　

年
、
大
規
模
林
道
飯
豊
桧

35

枝
岐
線
は
、
飯
豊
町
と
福
島
県
喜
多
方
市
を

結
ぶ
飯
豊
一
ノ
木
区
間
が
今
年
６
月
に
開
通

式
を
迎
え
ま
す
。
江
戸
以
来
の
絆
を
現
代
に

よ
み
が
え
ら
せ
、
林
業
と
観
光
の
新
名
所

「
歴
史
の
峠
」
を
動
力
源
に
大
き
な
流
れ
を

創
り
ま
す
。

　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
加
盟
の
飯
豊

町
は
、
２
０
１
３
年
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。



広報いいで 4
新 春 対 談

為せば成る 

　　為さねばならぬ

ならぬことは

　　ならぬものです

後藤幸平×山口信也
飯 豊 町 長 喜多方市長

新年号
特　集

新たな関係を築く



広報いいで 2013/1/175

聞
き
手
◎
役
場
産
業
振
興
課
長　
川
﨑
祐
次
郎

　

平
成　

年
春
に
、
本
町
と
福
島
県
喜
多
方
市
を
結
ぶ
新
た
な
道

25

「
大
規
模
林
道
飯
豊 
桧  
枝  
岐 
線
」
が
開
通
し
ま
す
。

ひ
の 

え 

ま
た

　

新
道
開
通
に
よ
り
、
両
自
治
体
間
に
新
た
な
人
・
文
化
・
経
済
な
ど
の
交

流
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

新
春
対
談
と
し
て
、
両
自
治
体
の
ト
ッ
プ
同
士
で
、
期
待
す
る
効
果
や
変

化
、
そ
れ
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
各
事
業
計
画
、
今
後
の
両
自
治
体
が
共
に

発
展
で
き
る
連
携
の
あ
り
方
な
ど
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎大規模林道飯豊桧枝岐線（概略図）

 
喜
多
方
市
に
つ
い
て

　
 

お
国
自
慢
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口　

平
成　

年
に
５
つ
の
市
町
村
が
合
併

18

し
て
現
在
の
喜
多
方
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

飯
豊
山
の
ふ
も
と
、
会
津
盆
地
の
北
部
に
位

置
し
、
貴
町
と
は
山
を
は
さ
ん
で
お
隣
さ
ん

で
す
。

　

本
市
は
古
く
か
ら
穀
倉
地
帯
で
あ
り
、
肥

沃
な
大
地
と
飯
豊
山
の
伏
流
水
や
地
下
水
な

ど
豊
富
な
水
の
お
か
げ
で
、
昨
年
の
米
の
平

均
反
収
は　

俵
で
し
た
。
市
内
に
は
、
環
境

10

省
選
定 
「
平
成
の
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
た

名
水
（
栂
峰
渓
流
水
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

喜
多
方
市
熱
塩
浄
水
場
で
浄
水
さ
れ
た
水
を

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

当
市
を
訪
れ
た
方
に
配
布
し
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
美
味
し
い
米
と
、
良
質
な
水

が
そ
ろ
っ
て
い
る
た
め
、
酒
造
り
も

盛
ん
で
、
酒
蔵
が　

社
あ
り
ま
す
。
食
の
喜

10

多
方
を
代
表
す
る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
喜

多
方
ラ
ー
メ
ン
。
そ
の
美
味
し
さ
の
秘
密
は
、

各
店
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
美
味
し

い
水
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
そ
ば
栽
培
面
積
は
約　

㌶
850

も
あ
り
、
日
本
そ
ば
も
お
い
し
い
で
す
。
市

内
に
は
数
多
く
の
そ
ば
打
ち
団
体
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
２
月
に
は
、
そ
れ
ら

の
そ
ば
打
ち
団
体
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
「
喜
多

方
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
」
と
全
国
の
ご
当
地
ラ
ー

メ
ン
が
一
堂
に
会
す
る
「
全
国
ラ
ー
メ
ン

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

伝
統
食
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
冠

婚
葬
祭
に
は
付
き
物
の
「
こ
づ
ゆ
」、
海
か
ら

遠
い
当
市
で
も
お
い
し
く
魚
が
食
べ
ら
れ
る

ニ
シ
ン
の
山
椒
漬
け
な
ど
は
、
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
伝
統
食
で
す
。

　

そ
し
て
、「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
」
と
言
わ
れ

て
い
る
通
り
、
市
内
に
は
4
2
0
0
棟
ほ
ど

の
蔵
が
あ
り
ま
す
。
座
敷
蔵
、
農
家
の
作
業

蔵
や
穀
物
の
保
管
蔵
、
商
売
の
店
蔵
な
ど
、

用
途
に
応
じ
た
使
わ
れ
方
を
し
て
い
ま
す
。

男
性
た
る
も
の　

歳
に
な
っ
て
蔵
を
た
て
ら

40

れ
な
い
と
一
人
前
に
な
れ
な
い
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

年
の
歴
史
が
あ
る
漆
器
や
、
桐
ダ
ン
ス
、

400
桐
の
下
駄
も
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
喜

多
方
の
名
産
で
す
。

 
飯
豊
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　
 

昨
年
、
貴
市
で
は
飯
豊
山
の
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
貴
市
が
考
え
る
飯
豊
山
の

す
ば
ら
し
さ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口　

飯
豊
山
は
地
質
地
形
、
生
態
系
に
特

異
性
が
多
い
、
古
い
山
岳
信
仰
の
霊
峰
な
ん

で
す
。
山
体
の
地
質
は 
花  
崗  
岩 
を
主
と
し
て

か 

こ
う 
が
ん

お
り
、
ま
た
万
年
雪
が
あ
り
、
植
生
や
昆
虫

な
ど
生
態
系
も
特
異
で
す
の
で
、
世
界
遺
産

の
価
値
は
十
分
に
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
喜
多
方
市
単

体
で
は
な
く
、
貴
町
や
小
国
町
、
新
潟
県
関

川
村
、
胎
内
市
や
阿
賀
町
、
福
島
県
西
会
津

町
な
ど
、
飯
豊
山
に
関
係
の
深
い
市
町
村
の

方
々
と
じ
っ
く
り
話
し
合
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

貴
町
と
は
、
今
回
の
道
路
開
通
を
契
機
と

し
て
、
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
資
源
で
あ
る

飯
豊
山
の
可
能
性
を
探
り
、
今
ま
で
の
観
光

と
は
違
っ
た
、
自
然
を
生
か
し
た
観
光
に

よ
っ
て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
。

飯
豊
山
に
は
、
何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
魅
力

は
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
喜
多
方
市
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
機
会
に
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

後 藤 幸 平 × 山 口 信 也

飯豊町

新潟県

阿賀町

福島県
喜多方市福島県

西会津町

▲▲

山形県

福島県
新潟県

飯豊飯豊山山



広報いいで 6
新 春 対 談

〇昭和15年12月17日、喜多方市生まれ。〇昭和37年４月福島県
職員（山形大学農学部に出向経験あり）、平成10年６月熱塩加納
村長（現喜多方市熱塩加納町）、平成22年２月喜多方市長となる
▶最近のお薦め本：「花を旅する」栗田勇著（岩波新書）▶休日の
過ごし方：休日はほとんどなく、もっぱら市政に没頭していま
す▶ペット：野良猫が３匹▶好きなスポーツ：ウォーキング▶
お薦めスポット：温泉（熱塩、日中、いいでのゆ、蔵の湯、いい
で荘など）▶隠れお薦めスポット：三ノ倉（冬はスキー、春は菜
の花、夏は50万本のひまわり畑）▶お薦め食：ラーメン、そば、
郷土食（こづゆ、ニシンの山椒漬け、棒ダラ、まんじゅうの天ぷ
らなど）▶新商品：はちみつ酒、ラーメンバーガー・ピザ

山 口 信 也喜 多 方 市 長

Yamaguchi　Shinya

　

会津の北部に位置していたことから 北  方 と称
きた かた

されていましたが、明治８年、昭和29年の町
村合併により喜多方市となり、平成18年に喜多方市、塩川
町、山都町、熱塩加納村、高郷村の５市町村が合併し、現
在の喜多方市となりました。市の主幹産業は農業ですが、
年間180万人の観光客が訪れている観光都市でもあり、蔵、
喜多方ラーメン、山都そばは全国的にも有名です。北には
飯豊連峰、東に雄国山麓が裾野をひろげ、南には阿賀川、
日橋川と豊かな自然にも恵まれ、さらなる観光都市の発展
を目指しています。 喜多方市ホームページより

喜 多 方 市

大
規
模
林
道
飯
豊 
桧  
枝  
岐 
線
開
通

ひ
の 

え 

ま
た

に
関
し
て

　
 

開
通
に
期
待
す
る
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口　

森
林
資
源
の
豊
富
な
飯
豊
山
麓
に
大

規
模
林
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
、
林
業
面

で
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
林
業
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
林
道
開
通
を
足
掛
か
り
に
林
業
の
再
生

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
津
西
北
部
に

は
「
飯
豊
ス
ギ
」
と
い
う
名
木
が
自
生
し
て

い
ま
す
。
雪
の
重
み
な
ど
で
枝
が
垂
れ
て
地

面
に
付
く
と
、
そ
こ
か
ら
根
が
張
る
と
い
わ

れ
て
い
る
ほ
ど
の
自
生
力
で
す
。

　

森
林
の
保
全
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
森
林

に
は
水
源
涵
養
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
後
世

に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
引
き
渡
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

後
藤　

同
感
で
す
。
森
林
資
源
の
利
用
と
保

全
の
調
和
が
必
要
で
す
ね
。
本
町
で
は
、
県

産
木
材
を
利
用
し
て
町
内
建
築
業
者
に
家
を

建
て
て
も
ら
う
と
、
建
主
が
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
制
度
を
設
け
、
企
業
支
援
と
森
林
資

源
の
利
用
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
森
林
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
も
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
ペ

レ
ッ
ト
製
造
工
場
を
整
備
し
、
取
り
扱
い
易

い
木
質
燃
料
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
飯
豊
の
暮
ら
し
に
合
っ
た
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

新
道
開
通
を
契
機
に
、
観
光
振
興
を
図
り

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
本
町
に
は
、
牛

肉
、
ヤ
マ
メ
、
ア
ス
パ
ラ
、
ど
ぶ
ろ
く
な
ど

素
材
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
貴
市
と
協
力
し
て
、

「
食
」に
関
す
る
流
れ
を
作
り
出
せ
な
い
も
の

か
と
思
い
ま
す
。

山
口　

喜
多
方
の
食
文
化
と
山
形
の
食
文
化

で
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
が
生
ま
れ
そ
う
で
す

ね
。
協
力
に
よ
る
観
光
振
興
。
実
現
の
可
能

性
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

後
藤　

貴
市
の
賛
同
を
得
て
進
め
た
い
事
業

で
、
新
道
や
県
境
の
峠
に
名
前
を
付
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口　

い
い
案
で
す
ね
。
公
募
し
て
み
る
の

は
い
か
が
で
す
か
。
後
藤
町
長
は
ど
の
よ
う

な
愛
称
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

後
藤　

会
津
藩
校
日
新
館
に
は
、
目
上
の
者

へ
の
礼
節
や
、
弱
い
者
い
じ
め
の
禁
止
な
ど

が
ま
と
め
ら
れ
た
「 
什 
の

じ
ゅ
う

 
掟 
」
が
あ
り
ま
す
。

お
き
て

有
名
な
の
は
、「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
も

の
で
す
」。
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は

や
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
の
会
津
の
教
え
。

　

一
方
、
峠
を
越
え
た
山
形
県
側
上
杉
藩
で

は「 
為 
せ
ば
成
る
」。
不
可
能
な
こ
と
は
な
い

な

か
ら
頑
張
れ
と
の
上
杉
鷹
山
公
の
教
え
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
峠
を
越
え
た
文
化
の
ち
が
い

は
、
実
に
興
味
深
い
。
上
杉
と
会
津
の
教
え

を
つ
な
げ
る
と
、
特
色
あ
る
愛
称
に
な
る
の

で
は
と
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。　

山
口　

東
日
本
大
震
災
や
地
震
に
起
因
す
る

原
発
事
故
な
ど
を
教
訓
と
し
て
、
人
命
に
直

結
す
る
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
や
体
制

づ
く
り
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
起
き
て

か
ら
の
対
応
で
は
な
く
、
起
き
る
前
に
準
備

を
し
て
お
く
。
や
る
な
ら
、
防
災
＋
経
済
＋

文
化
交
流
協
定
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
無
い

よ
う
な
独
自
の
協
定
で
強
い
つ
な
が
り
を
持

て
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

後
藤　

新
道
に
よ
っ
て
、
地
域
外
か
ら
訪
れ

る
方
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
貴
市
と
本
町
に

新
し
い
交
流
を
生
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
に
は
若
者
で
構
成
さ
れ
た
団
体
が
あ
り
、

近
隣
市
町
や
他
県
で
交
流
研
修
を
行
い
な
が

ら
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
貴
市
の
若

い
人
た
ち
と
交
流
が
で
き
れ
ば
、
互
い
に
刺

激
と
な
り
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
が
促
進
さ

れ
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　
 

今
年
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口　

新
年
の
抱
負
は
「
躍
進
す
る
、
風
格

あ
る
喜
多
方
市
を
目
指
し
て
」
で
す
。
喜
多

方
の
力
は
、
大
地
、
産
業
、
健
康
、
育
み
、

地
域
の
５
つ
で
す
。
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
活

用
し
て
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
実
現
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

後
藤　

こ
の
厳
し
い
時
代
に
、
自
分
の
立
ち

位
置
を
確
認
し
て
、
少
し
で
も
前
に
進
み
自

力
で
生
き
て
行
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。「
地

域
が
描
く
将
来
像
を
、
行
政
も
し
っ
か
り
と

把
握
・
共
有
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
年
に
し
た
い
」
と
思
い
ま
す
。

　

飯
豊
山
の
ふ
も
と
に
暮
ら
し
て
き
た
者
と

し
て
、
共
に
発
展
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。



広報いいで 2013/1/177

◎対談協力店
そばカフェじーま　（喜多方市字水上6767）

対談の最後に、

思いを込めた言葉の交換を行いました

山口喜多方市長
　思い切なれば必ず 遂 ぐるなり（道元禅師）

と

◎色紙の言葉に込めた思い

後藤町長
　峠の新風（オリジナル）

　物事の成就には、喜びを求める志が切実で無くてはならない。
寝ても覚めても事に触れ、その事を思い、瞬時も忘れずに心が
ける。真の人生の出発は、志を立てることに始まる。志の無い
根無し草には決して花は咲かない。

　２国を結ぶ峠道の完成です。峠に立って初めて広がる眺望と
展望。そこに立つ者を励ますように、さわやかな風が吹く。そ
んな場面を思い描いて書きました。

後 藤 幸 平 × 山 口 信 也

▶築130年を超える蔵を改装し、そばもカフェも
楽しめる。自家製粉した地粉を使用した手打ち
そばから、そばを使った創作料理が楽しめます。



広報いいで 8

Yuka Yuka 
KimuraKimura木村 由夏木村 由夏木村 由夏木村 由夏

高校バレー高校バレー高校バレー高校バレー
１１１日 本日 本日 本日 本

へ挑戦へ挑戦へ挑戦へ挑戦
　

第　

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

65

選
手
権
大
会 
。
通
称
「
春
高
バ
レ
ー
」。
高

校
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ら
あ
こ

が
れ
の
夢
舞
台
で
あ
る
。
3
年
生
も
出
場
し
、

「
高
校
バ
レ
ー
日
本
一
を
決
め
る
大
会
」
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
の
大
会
に
本
町
か
ら
木
村
由
夏
さ
ん

（
萩
生
）
が
出
場
す
る
。
由
夏
さ
ん
は
、
現
在

２
年
生
で
、
米
沢
中
央
高
等
学
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
。

１
年
生
か
ら
右
の
ウ
イ
ン
グ
ス
パ
イ
カ
ー
と

し
て
、
チ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と
し

て
活
躍
。

　

肩
の
強
さ
と
天
性
の
バ
ネ
、
並
外
れ
た
動

体
視
力
で
、
今
後
さ
ら
な
る
高
み
へ
挑
戦
す

る
。

春
高
バ
レ
ー
へ
の
道

　

昨
年　

月　

日
、
木
村
由
夏
さ
ん
（
萩
生
）

11

25

は
、
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手

権
大
会
山
形
県
代
表
決
定
戦
の
決
勝
コ
ー
ト

に
立
っ
て
い
た
。
由
夏
さ
ん
は
、
米
沢
中
央

高
等
学
校（
以
下「
米
沢
中
央
」）女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
。

　

米
沢
中
央
は
前
日
に
、
日
大
山
形
（
１
回

戦
）
と
上
山
明
新
館
（
準
決
勝
）
を
い
ず
れ

も
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
―
０
の
ス
ト
レ
ー
ト

で
下
し
て
い
る
。
決
勝
の
相
手
は
６
月
に
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を
か
け
て
行
わ
れ
た

山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
決
勝
戦

と
同
じ
山
形
商
業
高
等
学
校
。　

　

試
合
が
始
ま
る
と
由
夏
さ
ん
は
、
ス
パ
イ

ク
の
打
ち
づ
ら
さ
を
感
じ
た
。「
ブ
ロ
ッ
ク

に
就
く
人
数
が
多
い
。
マ
ー
ク
さ
れ
て
い

る
」。
1
セ
ッ
ト
目
を　

―　

で
先
取
す
る

25

22

も
、
２
セ
ッ
ト
目
を
取
ら
れ
、
３
セ
ッ
ト
目

は　

―　

と
９
点
差
を
つ
け
ら
れ
奪
わ
れ
た
。

16

25

相
手
に
も
う
１
セ
ッ
ト
取
ら
れ
れ
ば
敗
戦
が

決
ま
る
。
監
督
か
ら
指
示
が
飛
ん
だ
「
相
手

を
見
ろ
。
考
え
て
打
て
」。
４
セ
ッ
ト
目
、

前
衛
の
ス
パ
イ
ク
が
入
り
だ
し
、
サ
ー
ブ
で

も
点
数
を
重
ね
た
。
連
続
で
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
た
。
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン

ト
２
―
２
の
振
り
出
し
に
戻
し
た
。

　

互
い
に
後
が
無
い
５
セ
ッ
ト
目
。
一
進
一

退
の
攻
防
が
終
盤
ま
で
続
く
。　

―　

、
あ

14

12

と
１
点
取
れ
ば
米
沢
中
央
の
勝
利
。「
最
後

は
技
術
や
身
体
能
力
の
差
で
は
な
い
。
気
持

ち
の
勝
負
」、
監
督
か
ら
叩
き
込
ま
れ
た
言

葉
が
由
夏
さ
ん
の
脳
裏
を
よ
ぎ
る
。



広報いいで 2013/1/179

勝利を決めたスパイク

 春高バレー出場決定後に行ったインタビューより

インタビュー

I n t e r v i e w

　小学校１年生の時に、わかくさバレーボールスポー
ツ少年団への入部を機に、バレーボールを始める。今
年でキャリア10年。中学３年生の時は山形県代表とし
て「ＪＯＣジュニアオリンピックカップ」、昨年８月は
インターハイ、10月には国体に出場するなど、大舞台
を経験している。
　強みは、肩の強さ、ジャンプ力と動体視力と自己分
析。「肩は高校球児だった父と２歳上の兄とのキャッ
チボールで鍛え、ジャンプ力は小さい時の縄跳び遊び
のおかげかな」と茶目っけたっぷりに話す由夏さん。
同席した母の由美子さんは「それと、相手の動きを読
むこと。レシーブの時は相手が打ってくるところで
ボールを待っている事もしばしばです」と、由夏さん
の特異な能力について付け加えた。
　日々の練習では、チームメイトから「由夏なら決め
てくれる」と信じてもらえるように、１球１球を大切
にしながら、スパイクの精度と威力の向上を目指して
いる。試合が始まると「平常心でプレー。焦っても良
い結果は生まれない」との心構えで、大きな大会も押
され気味の試合でも、冷静にプレーすることを心がけ
ている。
　春高バレーで米沢中央はシードのため２回戦から出
場。初戦の相手は、佐賀北高等学校（佐賀県代表）と
下北沢成徳高等学校（東京第一代表）の勝利チーム。下
北沢成徳は、春高バレーの常連校で今大会の優勝候補
と言われている。ロンドンオリンピック銅メダリスト
の木村沙織選手や荒木絵里香選手の出身高校でもある。
　「どちらのチームが対戦相手となっても、全国の舞
台で自分たちのバレーがどこまで通用するか楽しみ。
やってきたことを出し尽くす」と由夏さんは、あくま
でも前向き。
　山形県代表の右のウイングスパイカー木村由夏の挑
戦は、始まったばかりだ。

　

決
勝
戦
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
最
後
の
１
点

の
重
み
か
、
米
沢
中
央
の
レ
シ
ー
ブ
が
乱
れ

た
。
ボ
ー
ル
が
不
安
定
な
軌
道
を
描
き
な
が

ら
舞
い
上
が
る
。
セ
オ
リ
ー
で
は
相
手
コ
ー

ト
に
返
す
の
が
精
い
っ
ぱ
い
。
由
夏
さ
ん
は

跳
ん
で
い
た
。
相
手
チ
ー
ム
は
意
表
を
突
か

れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
来
る
選
手
は
１
人
だ
け
。

「
指
先
も
し
っ
か
り
見
え
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
ア

ウ
ト
を
狙
え
る
」。
由
夏
さ
ん
が
打
っ
た
ス

パ
イ
ク
は
狙
い
通
り
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
最

後
の
1
点
が
米
沢
中
央
に
入
っ
た
。
セ
ッ
ト

カ
ウ
ン
ト
３
―
２
で
接
戦
を
制
し
優
勝
。
春

高
バ
レ
ー
出
場
を
決
め
た
。

　

春
高
バ
レ
ー
は
、
１
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
。

全
国
の
強
豪
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
る
。

▶きむら・ゆか▶平成
７年８月11日生まれ
（17歳）▶しし座▶背番
号６▶身長166㎝（米沢
中央チーム平均167㎝）
▶ポジション：右のウ
イングスパイカー（主
にスパイクを打つ攻撃
型の選手）

プロフィール
P r o f i l e
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い
い
で
未
来
号
実
施

　
　

月　

日
か
ら　

日
に
か
け
「
い
い
で
未

11

23

24

来
号
Ⅳ
」
が
行
わ
れ
た
。
平
成　

年
度
か
ら

21

毎
年
度
行
わ
れ
、
今
回
で
４
回
目
。
毎
回
、

町
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
と
願
う
者
た
ち
が
、

町
か
ら
離
れ
て
交
流
し
、
ま
ち
づ
く
り
・
人

づ
く
り
の
先
進
地
を
視
察
し
て
い
る
。
今
回

は
、
町
内
外
か
ら　

名
が
参
加
し
、
新
潟
県

13

糸
魚
川
市
の
若
者
団
体
「
Ｅ
Ｌ
Ｃ
若
者
ま
ち

づ
く
り
」
と
の
視
察
交
流
を
行
っ
た
。

　

実
施
主
体
は
「
に
ぎ
わ
い
再
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」（
渡
部
雄
市
委
員
長
。
委
員
数

　

名
）。
企
画
、
参
加
者
募
集
広
告
制
作
、
視

27察
先
と
の
調
整
、
当
日
の
役
割
分
担
な
ど
、

全
面
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
行
っ
た
。

渡
部
委
員
長
は
未
来
号
の
意
義
を
「
町
を
離

れ
て
、
町
の
良
し
悪
し
を
み
ん
な
で
見
つ
め

直
す
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
」
と
語
る
。

「
飯
豊
町
の
夢
」
を
語
り
合
う
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
未
来
号
。
回
を
重
ね
る
た
び
に
、
机

上
に
出
さ
れ
る
夢
と
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
ア
イ
デ
ア
の
数
は
増
え
、
交
流
の
輪
は
広

が
っ
た
。

語
ら
い
か
ら
実
行
へ

　

未
来
号
Ⅳ
の
企
画
段
階
で
委
員
か
ら
「
こ

れ
ま
で
の
未
来
号
は
、
話
し
合
い
に
と
ど
ま

り
具
体
的
な
活
動
が
実
施
で
き
て
い
な
い
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
が
発
足
し
て
４
年
、
現
在
の
第
２
期

メ
ン
バ
ー
は
任
期
最
後
の
年
。「
実
行
」と
い

う
見
え
る
形
で
成
果
を
出
し
た
い
と
考
え
た
。

　

話
し
合
い
を
重
ね
、
昨
年
度
の
視
察
交
流

先
「
十
日
町
雪
祭
り
実
行
委
員
会
」
か
ら
得

た
「
雪
を
生
か
す
“
利
雪
”」
の
着
眼
点
か
ら
、

今
回
の
未
来
号
Ⅳ
の
テ
ー
マ
と
目
的
が
決

ま
っ
た
。
テ
ー
マ
「
飯
豊
の
冬
を
楽
し
く
し

よ
う
」。
実
施
目
的
は
、
平
成　

年
２
月
３

25

日（
日
）に
「
あ
～
す
」
を
会
場
に
雪
を
生
か

し
た
事
業
を
自
分
た
ち
で
行
う
た
め
の
話
し

合
い
の
場
と
す
る
。

　

そ
の
目
的
に
合
わ
せ
て
、
視
察
交
流
相
手

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
ア
イ
デ
ア
を
具
体
的
に

企
画
し
、
企
画
を
実
行
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
ノ

ウ
ハ
ウ
。
こ
れ
に
合
致
し
た
の
が
、
新
潟
県

糸
魚
川
市
の
「
Ｅ
Ｌ
Ｃ
若
者
ま
ち
づ
く
り
」

（
以
下「
Ｅ
Ｌ
Ｃ
」）。
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け

視
察
交
流
を
行
い
た
い
と
伝
え
る
と
、
Ｅ
Ｌ

Ｃ
は
、「
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
会
場
や
町
の
様

子
を
見
学
し
た
う
え
で
受
け
入
れ
た
い
」
と
、

　

月
３
日
の
「
い
い
で
秋
の
収
穫
祭
」
に
６

11名
が
来
町
し
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
町
内
の
視

察
、
未
来
号
Ⅳ
に
向
け
た
事
前
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
た
。

　

視
察
交
流
当
日
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、

Ｅ
Ｌ
Ｃ
か
ら　

数
名
が
合
流
し
、
３
グ
ル
ー

10

プ
に
分
か
れ
、「
か
ま
く
ら
を
利
用
し
た
活

動
」「
会
場
内
で
の
活
動
」「
広
報
や
周
知
の
方

法
」
を
テ
ー
マ
に
熱
の
こ
も
っ
た
話
し
合
い

が
行
わ
れ
た
。

踏
み
出
す

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
自
発
的
な
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
「
２
月
３
日
に
実
施
す
る
活

動
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
未

来
号
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
し
よ
う
」
と
熱
気

に
満
ち
た
意
見
が
多
数
出
さ
れ
た
。
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
刺
激
を
受
け
、
充
実
し
た
２
日

間
と
な
っ
た
。

　

２
月
３
日
、「
ス
ノ
ー
・
ス
マ
イ
ル
」
を
開

催
す
る
。「
厄
介
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
雪
を
活
用
し
て
、
楽
し
み
を
つ
く
り
出
し

た
い
」「
若
者
間
の
交
流
を
深
め
た
い
」「
将

来
の
子
ど
も
に
夢
を
与
え
た
い
」
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
未
来
号
Ⅳ

の
参
加
者
は
熱
意
を
も
っ
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

いいで未来号Ⅳ
　昨年11月23日から24日にかけて「いいで未来号Ⅳ」が行われました。町内外から13名が参加し、新潟県糸魚川

市の若者団体「ＥＬＣ若者まちづくり」と視察交流を行いました。実施主体はにぎわい再現プロジェクト委員会。

　いいで未来号は今年で４回目。これまでの目的であった「未来への夢と希望の語り合い」と「参加者同士につな

がりを生み出す」から、今回は「語らいから実行へ」と、目的を変え委員一同新たな気持ちで臨みました。

　今年度末で第２期生が任期満了を迎えるプロジェクト委員会。彼らは今回の参加者と共に２月３日に雪を使った

新たな企画「スノー・スマイル」を開催します。

　ＥＬＣは糸魚川在住の「糸魚川を愛して止まない若者たち」
で構成される中心市街地「にぎわい創出」プロジェクトチー
ムです。設立は平成17年度、メンバーは現在15名。
 　名前の由来は、人が生きていく上でのキーワードともな
る「食・住・衣」の３要素（Ｅａｔ．Ｌｉｖｅ．Ｃｌｏｔｈ）
の頭文字を組み合わせ「ＥＬＣ」。
　各種イベントの企画・運営、フリーペーパー（ Y ou

や

 n g
ん

 D om
ど

 a in）
も

やWebサイトの制作運営などを行っている。固定概念に一切
とらわれない常に新たな切り口での活動を日々展開しています。
ホームページ　http://akanobankin.com/youngdomain/

「ＥＬＣ若者まちづくり」とは？

にぎわい
にぎわい
にぎわい
再現再現再現！！！
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にぎわい再現プロジェクト委員会　渡部雄市委員長

未来号Ⅳの参加者とＥＬＣ若者まちづくりとの集合写真

ＥＬＣ若者まちづくりから説明を受けながら
糸井川市内を視察する未来号Ⅳの参加者

企画の磨き上げや実現のノウハウを学んだ
グループトーク

ⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣ

④ほっこり屋台村

③ここほれワンワン

①ビッグスノースライダー

⑥カマクラニCome On!

⑦オリジナル雪灯籠コンテスト

②園児の「夢の旗」

⑤ジオガールズ

飯豊町最大級の雪の滑り台。タイヤチュー
ブに乗って一気に滑り降りれば迫力満点！

◎ 内 容

「おとなになったぼく・わたしの夢」を展示

宝探しゲーム。12：30受付、13：00開始

アンコウ和風・洋風鍋合戦。糸魚川市から
「ブラック焼きそば」もやってくる

糸魚川市のご当地アイドルが登場

巨大カマクラに入ってみよう

好みの雪灯籠に投票しよう
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
役場総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線225

　12月20日、こどもみらい館で「クリスマス会」が行
われ、親子連れなど約60組が、ハンドベルの演奏や絵
本の読み聞かせ、紙芝居などを楽しみました。ケーキ
が登場する紙芝居で、ケーキの絵が差し替えられる
と「なんでケーキしまうの」と子どもの声。ほほえま
しい光景に会場は温かい笑い声に包まれました。最
後に、サンタクロースからお菓子とケーキのプレゼ
ントがあり、子どもたちは笑顔で受け取っていました。

楽しみいっぱいクリスマス

こどもみらい館クリスマス会

　12月１日、あ～すで「読み聞かせの講習会」が開かれ
ました。講師に米沢市の小学校などで読み聞かせをさ
れている南原アンデルセンの方々を迎え、読み聞かせ
をする方の育成と読書への親みを深めるため、あ～す
図書室が企画。参加した39名の親子連れなどは、絵本
や紙芝居、昔語りなどの実演を聞きながら、読み聞か
せの魅力や楽しさを学びました。２月16日に、読み聞
かせの基礎を学ぶ２回目の講習会が予定されています。

聞いてもらう楽しみを学ぶ

読み聞かせの講習会

　12月２日、あ～すで「おきたま子育て応援フェスタ」が開
催されました。社会全体で子育てしやすい環境づくりを推
進しようと、置賜各地の子育て支援団体、市町、置賜総合
支庁福祉課が実行委員会（髙橋エミ委員長（高峰））を組織し
て開催し、今年で３回目。会場では、子育て支援団体の活
動紹介やキーホルダー作り、ステージでは合唱やダンス、
フィナーレには仮面ライダーショーが行われました。子ど
もたちは、次々と行われる多彩なイベントに大喜びでした。

子育て支援団体が一堂に会す

おきたま子育て応援フェスタ
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　12月22日、手ノ子スキー場で「手ノ子スキー場安
全祈願祭」が行われ、関係者約30人が、シーズン中
の安全と盛況を祈願しました。後藤町長は「ウイン
タースポーツを楽しんでいただき、世界で活躍する
選手が輩出されることを願う」とあいさつしました。
リフトの起動式も行われ、伊藤榮造町教育委員長が
運転ボタンを押し、リフトを起動しました。この日
は回数券の半額販売もありました。

無事故と盛況を祈願

　今年度、町では、障がいを持つ方に就労の機会と収
穫の喜びを提供するため「障がい者農業雇用創造事
業」を行っています。農業実習の受け入れ事業者を募
集した結果、有限会社後藤農場に実習業務を委託し
ています。就労しているのは、福祉事業所「でんでん」
通所者２名と「せせらぎの家」（長井市）通所者１名。支
援員のアドバイスの下、葉ボタンの出荷準備や花苗
の草取りなど、さまざまな作業を２月末まで行います。

農業実習を通じて社会参加を

News 町の話題

手ノ子スキー場安全祈願祭障がい者農業雇用創造事業

　12月22日、中部地区公民館で「親子でケーキ作り」が行わ
れ、地区内の親子など22組が参加。この事業は、手作りケー
キで思い出に残るクリスマスを過ごしてほしいとの思いか
ら同公民館が企画し、今年で２回目。子どもたちは、クリー
ムを泡立てたりフルーツを切ったりしながら、時折クリー
ムをつまみ食いしては、笑顔でケーキ作りを楽しみました。
参加者のなかには、イチゴの赤色とクリームの白色を組み
合わせてサンタクロースを作り上げる親子もいました。

楽しいおいしい、手づくりケーキ

親子でケーキ作り

　12月23日、白椿地区公民館で、同公民館主催の「正月用寄
せ植えづくり」が行われ、地区内から16名が参加して和気
あいあいと寄せ植えづくりを楽しみました。長方形の鉢に、
寒梅を中心に植え、シマザサや苔などをバランスよく配置
し、最後にしめ縄やミニ門松などで華やかに装飾して完成。
材料は同じでも出来上がった作品はどれも個性的。参加者
は、甘酒で体を温めながら、互いの作品を鑑賞し合いまし
た。作品は各自持ち帰り、玄関や床の間に飾るとのことです。

話の花咲く寄せ植えづくり

正月用寄せ植えづくり
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飲酒運転撲滅キャンペーン
（町内飲食店など）

奥田シェフの消費者講演会
（物産館）

みんなで避難所体験
（こどもみらい館）

キララ杯争奪卓球大会
（町民スポーツセンター）

バイオリンとピアノのクリスマ
スLIVE （手ノ子スキー場）

宮

城

県

女

川

町

立

　

女

川

第

二

中

学

校

被
災
地
か
ら
感
謝
の
言
葉

　

昨
年
の
広
報
９
月
号
で
、
町
の
新
成
人

た
ち
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
義
援

金
を
送
る
た
め
、
募
金
活
動
を
行
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　

月
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
３
名
が
、

10
中
学
生
時
代
の
恩
師
で
あ
る
伊
藤
久
美
子

先
生
が
勤
務
し
て
い
る
宮
城
県
女
川
町
立

女
川
第
二
中
学
校
を
訪
れ
、
校
長
先
生
に

義
援
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
学
校
は
、
義

援
金
で
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
、

タ
オ
ル
、
靴
下
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
伊
藤
先
生
と
生
徒
た
ち
か

ら
感
謝
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・津波で体操着が流され不足していたのでとても助かりました。体育
の授業やマラソンなどの時に、大切に使いたいと思います。（生徒）

・感謝の気持ちを忘れずに生活していきたいです。本当にありがと
うございました。 （生徒）

・こうして私たちの事を思い、支援を下さる方々がいることが何よ
りの励みです。本当にありがとうございました。そして、これか
らも奮闘する私たちを見守っていてください。 （伊藤先生）

「まちかどNEWS」で紹介しきれない地域
のできごとを１枚の写真でご紹介します

まちかどまちかどまちかど

スナップショットスナップショットスナップショット

 12
      1

 12
      2

 12
      12

 12
      16

 12
      16
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　11月16日、日比谷公会堂で「全国
社会福祉大会」が開催され、菅野誠
一さん（中）が、民生委員児童委員
としての多年にわたる社会福祉推進
への功績が認められ、厚生労働大臣
表彰を受賞されました。
　菅野さんは、平成元年に町民生委
員児童委員になられ、住民目線の相
談支援に奔走されています。平成
13年からは、町民生委員児童委員

協議会の会長として、委員相互の融
和をはかりながら、まとまりのある
組織運営をされています。
　「家族や地域とのつながりの希薄
化により問題をため込んだ方が増え
ています。そのような方の気持ちに
少しでも寄り添えればと思い活動し
ています。今回の受賞は、支えてい
ただいた委員皆さんのおかげです」
と菅野さんは話してくださいました。

Topics 町の話題

民生委員児童委員として社会福祉向上への功績がたたえられる

社会福祉功労者厚生労働大臣表彰受賞

　11月２日、石川県金沢市で「全国食生活改善大会・全国
食生活改善推進員団体連絡協議会大会」が開催され、中村
文子さん（手ノ子）が、食生活改善を積極的に推進した功
績が認められ、厚生労働大臣表彰を受賞されました。
　中村さんは、昭和58年に食生活改善推進員（ヘルスメイ
ト）になられ、第一線で活躍されるとともに、平成11年か
らは町食生活改善推進員連絡協議会の会長として町民の食
生活改善のための各種活動をけん引されていらっしゃいま
す。また、この間に長井西置賜地区食生活改善推進連絡協
議会の会長も延べ３年間務められました。
　「ヘルスメイトの協力と家族の支えのおかげです」と中村
さんは受賞の喜びと感謝の気持ちを話してくださいました。

栄養関係功労者厚生労働大臣表彰受賞 中村文子さん（手ノ子）

食生活改善事業発展向上への功績がたたえられる

菅野誠一さん（中）

※全種目出場したチームには10点加算。ソフトボールは雨のため中止。

◆西置賜地区社会を明るくする運動
作文・標語コンテスト
鴨小学校の部・作文
優秀賞／佐原洸斗（第二小）

鴨小学校の部・標語
優秀賞／寒河江俊介（手ノ子小）
努力賞／佐原芽依（添川小）

鴨中学校の部・標語
優秀賞／鈴木翔子（中津川中）
努力賞／髙橋未咲（中津川中）

◆山形県警察本部長・山形県交通
安全協会長連名表彰

鴨交通安全優良学校の部

中津川小・中学校
鴨優良運転者の部
米野彌壽男（添川）

◆山形県警察本部長・山形県安全
運転管理者協会長連名表彰

鴨優良安全運転管理者の部
社会福祉法人いいで福祉会 佐藤信之
◆置賜社会教育振興会表彰
中部地区婦人学級

（敬称略）

平成24年度町総合体育大会
萩 生 地 区 が 総 合 優 勝

　昨年中に６種目で競われた
「町総合体育大会」は、萩生地区
が総得点275点を獲得して優勝。
そのほかの結果は右表のとおり
です。

順位総得点加算点卓球バレーボール
９人制

バレーボール
６人制

Gゴルフ
女子

Gゴルフ
男子

ゲート
ボール種目

8125035301003515中
127510504550505020萩生
614500404002540黒沢
323510353040453045椿
421510203045354530東部
224510455030402050小白川
517010351030304025手ノ子
7140020403001535高峰
930020100000中津川
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【
材
料
】（
４
人
分
）

◇　
  
春
雨
（
乾
燥
）　　
　
　
　
　
　
　

㌘
40

◇　
  
鳥
ひ
き
肉　
 　
　
　
　
　
　
　
　

㌘
400

◇　
  
長
ネ
ギ　
　
　
　
 　
　
　
　
　

１
本

◇　
  
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ　
 　

小
さ
じ
１
杯

◇　
  
味
噌　
　
　
　
　
　
　
 
大
さ
じ　

杯
1.5

◇　
  
片
栗
粉　
　
　
　
　
　
 
大
さ
じ
１
杯

◇
ゴ
ボ
ウ 

小
殻
本

◇
白
菜 

　

㌘
300

◇
ニ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
束

◇
モ
ヤ
シ 

１
袋

◇
ニ
ン
ニ
ク 

４
片

◇
水 

５
カ
ッ
プ

◇
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素 

大
さ
じ
１
杯

◇
酒
・
し
ょ
う
油 

大
さ
じ
各　

杯
1.5

【
作
り
方
】

虚
ゴ
ボ
ウ
を
千
切
り
に
し
、
水
に
浸
し
て
ア

ク
を
抜
く
、
長
ネ
ギ
を
荒
い
み
じ
ん
切
り

に
す
る
、
ニ
ラ
を
５
㌢
の
長
さ
に
切
る
、

ニ
ン
ニ
ク
を
半
分
に
切
る
、
白
菜
を
ざ
く

切
り
に
す
る
。

許
程
よ
い
柔
ら
か
さ
に
も
ど
し
た
春
雨
を
、

水
分
を
切
っ
て
細
か
く
切
る
。

距
鳥
ひ
き
肉
、
長
ネ
ギ
、
味
噌
、
お
ろ
し

シ
ョ
ウ
ガ
、
片
栗
粉
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
て

よ
く
混
ぜ
た
あ
と
、
②
を
加
え
て
混
ぜ
、

一
口
大
に
丸
め
て
肉
だ
ん
ご
を
つ
く
る
。

鋸
鍋
に
、
水
、
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素
、
酒
、

し
ょ
う
油
、
ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
、
沸
騰
し

た
ら
ゴ
ボ
ウ
、
白
菜
を
加
え
る
。
ゴ
ボ
ウ

が
し
ん
な
り
し
た
ら
、
肉
だ
ん
ご
を
入
れ

て
、
4
分
ほ
ど
煮
込
む
。

漁
食
べ
る
直
前
に
モ
ヤ
シ
、
ニ
ラ
を
加
え
て
、

さ
っ
と
火
を
通
し
て
出
来
上
が
り
。

春
雨
入
り
鶏
肉
だ
ん
ご
汁

た
っ
ぷ
り
野
菜
と
鶏
肉
で
あ
っ
た
か
ヘ
ル
シ
ー

ふ
た
を
開
け
た
時
、
立
ち
上
る
湯

気
か
ら
伝
わ
る
素
材
の
う
ま
み

　

こ
の
料
理
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
先

輩
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
澄
ん
だ

ス
ー
プ
が
野
菜
の
鮮
や
か
な
色
を
隠
さ
ず
、

見
た
目
が
華
や
か
な
料
理
で
、
我
が
家
で
は
、

鍋
が
恋
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
欠

か
せ
な
い
料
理
で
す
。

　

特
徴
は
、
春
雨
入
り
の
肉
だ
ん
ご
と
た
っ

ぷ
り
の
野
菜
で
す
。
沢
山
の
野
菜
を
1
つ
の

鍋
で
料
理
す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
う
ま
み

が
混
ざ
り
合
い
、
味
に
深
み
が
増
し
ま
す
。

肉
だ
ん
ご
は
、
春
雨
が
入
っ
て
い
る
の
で
食

感
も
良
く
、
鶏
肉
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
う
ま
み

は
ど
ん
な
鍋
に
入
れ
て
も
美
味
し
く
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ニ
ン
ジ
ン
や
か
ま
ぼ
こ
な
ど
を
加
え
る
と

彩
り
が
さ
ら
に
良
く
な
り
ま
す
。

　

寒
い
季
節
、
家
族
で
鍋
を
囲
ん
で
、
心
も

体
も
温
ま
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

萩生地区
食生活改善推進員
髙橋順子さん

Cooking料理

肉だんごの材料← →
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Child & Book

十二支のしんねんかい
みきつきみ／文　柳原良平／画　　　
こぐま社

十二支の動物たちが新年会をはじめ
るよ。語呂のよい言葉にのせて、動
物たちをつぎつぎと紹介していきま
す。順番どおり、12匹を楽しく言え
そうです。

episode

「子どもの長所を言えますか」

親心と日常の接し方

　ある講演会で、「子どもの長所を言えますか」と
聞かれ、「うーん」と考えてしまった私。悪い所は
色々浮かぶのに、長所を即答できない自分が恥ず
かしい。子どもの良さを認めて伸ばしてあげる事
が成長につながると分かっているのに、長所より
短所に目が向いてしまう。「自己選択をさせてい
ますか」の問いにも考えてしまった。まだ小さい
からと、多くの場合先回りをして決めてしまう。
　子どもたちと毎日一緒にいるのに、じっくり向
き合い、しっかり見ていなかったのでは、と自問
自答。傍らの子どもたちは、寝る前に読む本でも
着る服でも、楽しそうに選んでいる。
　忙しい子育て中にも一休みして、健やかな成長
を願う親心と、実際の子どもへの接し方を点検す
ることが必要ですね。

子育て

FILE
フ ァ イ ル

今月の

おすすめ図書
村上龍／著　幻冬舎

多くの人々が、将来への不安を抱え
ている。だが、不安から目をそむけ
ずに、新たな道を探る人々もいる。
婚活、再就職、友情と出会い…。さ
まざまな再出発の物語です。

55歳からのハローライフ
一般図書

からだに効く
和の薬膳便利帳
武鈴子／著　家の光協会

「毎日食べるものこそ薬である」とい
う視点から、食べ物の性質や働きを
まとめる。また、気になる症状と、
それを改善する食材・効能・食べ合
わせを、レシピとともに紹介する。

一般図書

１月23日我 10：30～　エクササイズ教室
　　24日牙 10：30～　おはなし会・避難訓練
　　30日我 10：30～　かんがるー広場
２月１日画 10：30～　まめまき
　　２日臥 10：30～　ブックスタート
　　６日我 10：30～　おはなし広場
　　８日画 10：30～　栄養士さんの指導（要予約）
　　13日我 10：30～　あそびの広場
　　14日牙 10：30～　親子エクササイズ教室

（１月・２月の日程）

●こどもみらい館　志72―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝祭日
利用時間／８：30～12：00 、13：00～17：00

一さつのおくりもの

大雨がふり続いたせいで、近くの村
が水びたしになってしまいました。
困っているこどもたちに何かしてあ
げたくて、クマタは一番大切にして
いる絵本を贈ることに…。

森山京／作　鴨下潤／絵　講談社

こどもみらい館について、
感じたことや希望などを
気軽に話し合う会です。

●開館時間　　午前９時～午後５時
●休館日　　　毎週月曜日・祝日
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

子育てと図書

１月24日状 10：30～

お は な し 会

児童図書

児童図書
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クラブ紹介と新年のあいさつ Club & Greeting

　飯豊町の皆さま、明けましておめでとうございま

す。新年を迎え少し明るい兆しが現れつつあります

が、今年こそ誰でも仕事につけて豊かな暮らしが出

来るようになることを祈りたいものです。

　今年３月に中津川小・中学校が廃校になると聞い

ております。これは地方の過疎化、少子化の象徴で

あり、単に一山村地域の問題ではなく飯豊町のみな

らず、日本の地方全体の問題だと思います。国の政

治には、この問題を重くとらえ地方を活性化させる

ことを強く望むものです。

　一方、東京では過密都市の大動脈として首都高速

道路が網目のように整備されて、人の移動や物の運

搬に欠くことの出来ない利便性をもたらしており、

総延長320㎞にも及びます。しかし、最初に作られ

た道路は50年が経過し劣化が甚だしく、今後、大地

震にも耐えられる橋脚などの補修が大きな問題とし

て挙がっております。これも、これからの政治の大

きな課題と思います。

　さて、東京飯豊会で一昨年飯豊町に寄贈した桜50

本の苗木が、順調に成長しています。この桜が咲く

のを楽しみにしております。また、ふるさと飯豊町

を支援しようと今年もいろいろな事業を東京飯豊会

として考えております。皆様のご理解とご支援を宜

しくお願い申し上げます。

　結びに、皆さまの今年一年のご多幸と、ふるさと

飯豊町のさらなる発展をご祈念申し上げます。

ようこそ！
わたしたちの倶楽部に

スポーツ、音楽、芸術、史話、ボランティアなど町
内には活動団体がたくさんあります。このコーナー
では、そんな皆さんの活動を紹介していきます。

◆ピーアール
　めざみの里歌謡振興会は、歌唱力向上と歌仲
間の交流促進のために町内の４つの歌唱団体
（ゆりの会・美和会・いいで歌謡会・みちのく会
〔現在休会〕）によって、平成14年に設立されま
した。各構成団体は活動を続けながら、規模の
大きな発表会や施設への慰問などには、振興会
として参加しています。練習では、歌手の歌い
方を手本に楽譜を読み込み、メンバーからアド
バイスを受けて歌に磨きをかけています。
　「メロディーに素直に乗るように心掛けて
歌っています。歌詞と歌仲間との交流から多く
の事を学んでいます」と伊藤会長は話します。めざみの里歌謡振興会

◆会長／伊藤賢司（萩生）
◆会員／18名
◆練習／構成団体ごとに、月１・２回、音響設
備の整った飲食店などで練習
◆会員募集対象
経験・年齢・性別・住所を問わず誰でも

伊藤さんにとって歌唱とは…

●めざみの里歌謡振興会への入会・見学などのお問い合わせは、会長の伊藤賢司さんまで志72―2732

滑伊藤賢司さん

心を癒し、
明るくしてくれるもの

やまぐち・こうじ
1938年飯豊町大字宇津沢
生まれ。前職は㈱本田技
術研究所主任研究員。埼
玉県所沢市在住。2010年
４月東京飯豊会会長就任寄贈した桜が今年きれいに咲くことを願って

東京飯豊会からふるさとの皆様へ

東京飯豊会会長 　山口弘二

新年のごあいさつ

歌　　唱
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お
口
の
体
操
で
健
康
長
寿

　

口
の
働
き
は
「
食
べ
物
を
噛
む
・
飲
み

込
む
」「
会
話
を
す
る
」
な
ど
、
と
て
も
重

要
で
す
。
口
の
健
康
は
身
体
の
健
康
や
老

化
防
止
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
口
体
操
を
実
践
し
て
お
口
を
元
気
に
し

ま
し
ょ
う
。

◆
こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か

・
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た

・
お
茶
や
汁
物
等
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

・
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

◆
誤 
嚥 
性
肺
炎

え
ん

・
高
齢
者
に
と
っ
て
肺
炎
は
命
に
関
わ
る

重
大
な
病
気
で
す
。
飲
み
込
む
力
が
低

下
す
る
と
、
口
の
中
の
汚
れ
や
細
菌
が

食
べ
物
と
と
も
に
肺
や
気
管
支
に
入
っ

て
誤 
嚥 
性
肺
炎
が
発
症
し
ま
す
。

え
ん

◆
お
口
体
操
で
飲
み
込
み
力
ア
ッ
プ
！

①
鼻
か
ら
息
を
吸
い
込
ん
で
、
口
を
す
ぼ

め
て
吐
く
。

②
首
を
左
右
に
傾
け
る
。
左
右
を
向
く
。

首
を
回
す
。

③
口
を
す
ぼ
め
て
「
ウ
ー
」
と
声
を
出
す
。

次
に
、
口
を
横
に
広
げ
て
「
イ
ー
」
と

声
を
出
す
。

④
大
き
な
声
で
「
パ
・
タ
・

カ
・
ラ
」
と
発
音
す
る
。

Karte⑲ 

health column

健康に関する身近なテーマを２つ取り上げて、

H E A L T H

皆さんの健康づくりを応援します。

健康福祉課からの健康コラム

免
疫
と
は

　

免
疫
力
（
自
然
治
癒
力
）
は
、
生
ま

れ
つ
き
体
に
備
わ
っ
て
い
て
、
体
内
に

入
っ
た
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
、
体
内
で
発

生
し
た
が
ん
細
胞
な
ど
の
異
物
に
対
し

て
、
休
む
間
も
な
く
攻
撃
を
続
け
、
い

ろ
い
ろ
な
病
気
か
ら
体
を
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
食
中
毒
な

ど
を
予
防
し
た
り
、
傷
口
か
ら
侵
入
し

よ
う
と
す
る
細
菌
を
防
い
で
、
化
膿
し

な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
働
き
も
あ
り

ま
す
。

　

免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
は
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
特
に
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す
る
時
期
で
す
。

体
の
免
疫
力
を
高
め
、
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

免
疫
機
能
を
低
下
さ
せ
る
原
因

　

現
代
社
会
に
は
、
免
疫
力
を
低
下
さ

せ
る
生
活
習
慣
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
運
動
不
足
や
夜
型
の
生
活
、

食
生
活
の
乱
れ
、
睡
眠
不
足
、
身
体
を

冷
や
す
習
慣
、
過
度
な
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
寒
い
季
節
は
、
体
が
冷
え
る

た
め
に
免
疫
力
が
下
が
り
ま
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
に
は

　

ま
ず
は
、
十
分
な
睡
眠
で
疲
れ
を
と

り
、
体
力
保
持
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
た
ん

ぱ
く
質
は
、
体
の
修
復
に
必
要
不
可
欠

な
栄
養
素
で
す
。
そ
し
て
、
た
ん
ぱ
く

質
の
働
き
を
助
け
る
の
が
、
野
菜
。
つ

ま
り
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。
冬
野
菜
、
特
に

根
菜
類
は
体
を
温
め
る
効
果
が
あ
り
、

ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
で
す
。
免
疫
力
を

上
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・野菜を食べて免疫力アップ！
・お口の健康

今 月 の
テ ー マ

問合せ先　健康福祉課　緯86―2233

多く含まれる食べ物免疫機能との関係ビタミン
カボチャ・小松菜・チンゲン菜・
ニンジン・レバーなど

皮膚や粘膜を強くする
リンパ細胞の働きを強くする

ビタミンＡ

菜の花・大豆製品・レバーなど口腔などの粘膜を正常に保つビタミンＢ2

パプリカ・バナナ・サツマ芋・サ
ンマ・サバ・レバーなど

免疫機能を正常に保つ
健康な皮膚や髪、歯を作る

ビタミンＢ6

カボチャ・菜の花・大根・キャベ
ツ・春菊・ミカンなど

白血球の働きを助け、異物の活動を阻
む。病原体へ直接攻撃する

ビタミンＣ

カボチャ・ホウレンソウ・アーモ
ンド・ヒマワリ油など

強力な抗酸化作用があり、活性酸素か
ら体を守る。免疫を活性化させる

ビタミンＥ
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虚申告される方全員

猿町民税・県民税個人申告書

猿所得税確定申告書（税務署から送付されている方）

猿印鑑

猿源泉徴収票（給与・報酬・年金）

許各種控除を受けられる方

猿保険料支払証明書（生命・介護医療・個人年金）

猿地震保険料支払証明書
　（平成18年12月31日までに締結した長期損害保険）

猿農業者年金の領収書

猿社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

猿医療費の領収書（種類別に合計してきてください）

猿身体障がい者手帳など（該当する方）

猿障がい者控除対象者認定書

猿寄付金を行った団体の発行する領収書

距農業・営業・不動産、そのほか事業所得申告者

　（虚、許に加えて）

猿収支内訳書

猿米・野菜等出荷額明細書（農業所得者）

猿購買明細書

猿収支計算書（営業・そのほか事業所得者用）

猿収入、支出の内容がわかる帳簿、通帳など

猿経費に係る各種領収書・証明書

鋸そのほか

猿所得税の振替納付や還付を受ける場合は、金融機関名・
支店・口座番号がわかるものと通帳の届出印

　領収書は、申告書に添付しなければなりません。
種別にまとめ、合計額を算出してきてください。ま
た、高額医療費や保険の補填金は、控除額から差し
引かれますので、事前に把握をお願いします。

医 療 費 控 除 を 受 け ら れ る 方 へ

　日本年金機構から発行された社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書の添付が義務付けられていま
す。忘れず、ご持参ください。

国民年金の保険料で社会保険料控除を

受けられる方へ

　要介護認定を受けている方で、「身体障がい者に準
ずる者」と認定された場合、障がい者控除を受ける
ことができます。対象となる場合は「障がい者控除
対象者認定書」の添付が義務付けられていますので、
町健康福祉課福祉室（緯86―2233）から交付を受けて
ください。

要 介 護 認 定 を 受 け て い る 方 へ

〇申 告 に 必 要 な 書 類 な ど

猿持ち物
①収入を確認できるもの／売上証明書、売上帳票、
伝票、帳簿、支払通知書、通帳など

②経費を確認できるもの／収支内訳書、購買明細書、
帳簿、領収書、通帳など

農業・営業・不動産など事業所得のある方へ

◆問合せ先／役場住民税務課税務室 志72―2111内線128・129・130

猿留意事項
　事業所得のある方は、必ず帳簿や収支内訳書など
で事前に計算をしてきてください。特に農業収入の
ある方は戸別補償制度や中山間特別支払制度、各種
補助金・賠償金などの受取金額のわかる資料（通知
書、通帳）を必ず持参してください。

　町から世帯ごとにお送りする申告関係書類の封筒に必要書類などを記載しています
ので、事前に必ずご確認ください。関係・提出書類がそろわない場合は、再度お越し
いただくか、税務署に直接出向いていただく場合もあります。

N e c e s s a r y  d o c u m e n t s 
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受　　付　　時　　間

会　場月　日 午後の部（13：30～15：30）午前の部（９：00～11：00）

対　象　地　区対　象　地　区

年金収入または給与収入のみで、医療控除などを受けるために確定申告をされる方役場庁舎
１階 談話室

2月5日醸

　  6日錠
（ 全 　地　 区　 対 　象 ）　  7日嘱

町中・向原町上（手ノ子）・町下

西部地区公民館

　  8日埴

西高峰・中通・橋本八幡・落合・向原北・荻　  9日飾

東向・西向   12日醸

白川・下屋地・宇津沢岳谷・岩倉・川内戸
中津川地区公民館

   13日錠

上原・遅谷・数馬・広河原・小屋　14日嘱

上代・下川原上町・昭和
東部地区公民館

   15日埴

下町・大旦東山・中洞   16日飾

松原　19日醸

中北・南新田中西・北酒町

中部地区公民館

   20日錠

北新田・中ノ目北酒町・沖   21日嘱

町上（萩生）高野・寺分・いいでハイツ   22日埴

石原町西   23日飾

中ノ目南萩生町   26日醸

二本松・五反田・高柳   27日錠

農業青色申告者
（中西・小白川・中津川・黒沢・高峰・添
川・松原・手ノ子）

農業青色申告者
（中西以外の中地区・萩生・椿）

町民総合センター
「あ～す」

   28日嘱

3月1日埴

     2日飾

谷地田・吉長・旭深渕西・深渕東     5日醸

椿第一・厚生・坂ノ下叶内・坪沼     6日錠

辻・諏訪駅前・上野（椿）     7日嘱

財津堂小原・下椿     8日埴

３月８日までに申告相談できなかった方（農業青色申告者を除く全地区）　  9日飾

十文字上郷・中郷   12日醸

下野・上野（小白川）北上野・野山   13日錠

まだ申告が済んでいない方
（ 全 　地　 区　 対 　象 ）

   14日嘱

   15日埴

　平成25年度の町県民税申告相談会を下表の６会場で開催しますので、最寄りの会場
へおいで下さい。今回より、世帯ごとに18歳以上の方全員に申告書を送付いたします。
年金のみの方や学生など収入の無い方も、その内容について必ず申告をお願いいたし
ます。どうしても来場できない場合や年末調整済みの給与所得だけで申告不要の場合
は、電話などでご連絡いただき、未申告とならないようにしましょう。

申　 告　 相　 談　 会
２ 月 ５ 日 醸 か ら 開 始

Tax 税金

対象地区以外の日程でも受付できます。ご都合に合わせておいでください。
ただし、２月28日嘱～３月２日飾は、農業青色申告の方だけの相談になります。

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書ををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員））））））））））））））））））））））

s c h e d u l e〇税 申 告 相 談 日 程 表
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緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

　平成24年分所得税の確定申告期を迎
え、東北税理士会長井支部では次のと
おり税務相談を無料で実施します。
◆相談時間／10：00～15：00
◆相談日程

◆相談方法
相談を希望する方は事前にご連絡の
上、ご利用ください。会場の住所は、
その際にご確認ください。

　雪国の伝統・文化の継承や、雪の利
活用、雪を克服する活動など、雪国の
住みよい暮らしづくりに貢献している
個人や団体を募集しています。
◆応募対象者／県内で雪に関して積極
的に取り組んでいる団体または個人

◆応募期限／２月８日㈮
◆応募方法／自薦他薦を問いません。
下記にて配布している応募用紙に記
入して提出してください

◆応募・問合せ先／焔役場総務企画課
総合政策室緯72―2111内線226・227
　焔やまがたゆきみらい推進機構事務
局（村山総合支庁総務企画部北村山
総務課内）緯0237―47―8609

　町では、平成25年・26年度分の競争
入札参加資格の申請を受け付けます。
◆期間／２月１日㈮～28日㈭

８：30～17：15
※土・日・祝日を除く
※郵送の場合は２月28日㈭まで必着
◆受付場所／役場総務企画課総務情報
室（役場庁舎２階）

◆必要書類／下記にて要項と様式を配
布しています。また町のホームペー
ジからも取得できます。必ず要項を
ご確認の上、書類を準備ください

◆申請・問合せ先／役場総務企画課総
務情報室緯72―2111内線220・225

　伝染性疾病の発生予防、まん延防止
のため、家畜伝染病予防法の規定に基
づき、飼っている家畜の頭数や管理状
況などの報告が義務付けられました。
◆報告者／「対象動物」を１頭でも所
有している方

※ペットや学校などでの飼育も含む
◆対象動物／牛、水牛、鹿、めん羊、
山羊、豚（ミニブタ含む）、イノシシ、
馬（ポニー含む）、ニワトリ（ウコッ
ケイ、チャボ含む）、ウズラ、アヒル、
キジ、ダチョウ、ホロホロ鳥、七面鳥
◆その他／前年に報告された方には、
１月末に報告用紙が送付されます。
新しく飼育を始められた方や飼育し
ているのに報告書が届かない方は、
下記「問合せ先」にご連絡ください

◆報告先・期限／役場産業振興課農業
振興室に２月８日㈮まで提出

◆問合せ先／置賜家畜保健衛生所
　　　　　　緯0238―43―3217

　衆議院議員総選挙で使用したポス
ター掲示板（ベニヤ板および杭）を無
償で差し上げます。ご希望の方は下記
までご連絡ください。無くなり次第終
了となりますのでご了承ください。
※ベニヤ板については、１人につき５
枚までとさせていただきます
◆申込・問合せ先／町選挙管理委員会
（役場総務企画課総務情報室内）
緯72―2111内線224

　岩手県陸前高田市では、東日本大震
災の大津波に耐えた高田松原の一本松
を、モニュメントとして保存整備する
ための募金活動を行っています。
◆募金方法／下記の３方法
◇口座振替
焔岩手銀行
　口座：岩手銀行高田支店（033）
　　　　普通2051836
　名義：奇跡の一本松保存募金　代表
　　　　陸前高田市長　 戸 

と

 羽 
ば

 太 
ふとし

焔ゆうちょ
　口座記号番号：02290―9―127013
　名義：奇跡の一本松保存募金
◇現金
焔現金書留で下記に郵送ください
焔陸前高田市役所まで持参ください
◇クレジットカード決済
　Facebookで「がんばっぺし陸前高
　田」で検索し、詳細をご覧ください
◆募金窓口・問合せ先
　〒029―2292
　岩手県陸前高田市高田町字鳴石42番地５
　岩手県陸前高田市都市計画課
緯0192―54―2111内線461

会場担当税理士期日
長井市
緯84―2502須貝周一2月12日

㈫

長井市
緯88―9159

金田和夫
長澤修司

2月13日
㈬

飯豊町
緯72―2400長沼安義

2月14日
㈭ 長井市

緯88―5858海老澤信夫

白鷹町
緯85―0326土屋正昭

2月15日
㈮ 白鷹町

緯85―4548海老名信乃

各事務所全会員2月22日
㈮

無料税務相談

やまがたゆきみらい大賞の
募集

町競争入札参加資格申請の
受付について

家畜の飼養に関する
定期報告

選挙ポスター掲示板を
差し上げます

岩手県陸前高田市
「奇跡の一本松保存募金」
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　雪による事故被害の原因で最も多い
のは、屋根の雪下ろし中の事故で、全
体の６割を占めています。屋根の雪下
ろしなどの除雪作業が集中する時期に
合わせて、山形県では、１月25日から
２月７日までを「雪害事故防止週間」
としています。次のポイントに注意し
て、雪下ろしを安全に行いましょう。
◆重要ポイント
焔屋根の雪のゆるみに注意
焔安全な服装で（ヘルメットをかぶろう）
焔命綱を使いましょう
焔はしごはしっかり固定
焔使いやすい除雪道具を
焔２人以上で作業
焔無理な作業はやめましょう
焔足場はいつも注意
◆問合せ先／山形県企画振興部市町村
課緯023―630―2234

◆日時／２月17日㈰ 開演14：00～
◆会場／町民総合センター「あ～す」
◆演題／スイッチオン「本気が人生を
　変える ！！」～昨日の自分を超えろ～
◆講演者／有限会社クロフネカンパニー
　代表取締役　中村文昭氏
・ひきこもりやニートの若者が過疎
地で農業を行う「耕せにっぽん活動」
や、教育現場の活性化にも強く関心を
持ち「あこがれ先生プロジェクト」を
プロデュース。・年間300本を超える
講演を行っている。・主な著書「お金
でなく、人のご縁ででっかく生きろ！」
◆参加料／1,000円（高校生以下は無料）
◆問合せ先／有限会社松乃枝商店
　　　　　緯72―2043

Information お知らせInformation お知らせ

（12月届け出分）

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

舩渡川　賢　一さん
中　野　葉　月さん

上  屋  地（上  屋  地    
嶋　貫　大　地さん
小　杉　奈　美さん

萩  　  生（長  井  市    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  春　樹（沙　織大谷部　 璃 　

り

 空 く　ん
く

中

  弥寿彦（智　子舟 山　 佳 　 吾 く　ん
けい ご

松原

  良　治（沙緒理小　松　 慶 
けい

　 治 く　ん
じ

萩生

  　純　（香陽子渡　部　 凛 
り

 理  香 ちゃん
り か

萩生

  賢太郎（知　美田　林　 杏 
あん

　 璃 ちゃん
り

中

  義　浩（　愛　梅　津　 響 
ひび

　 稀 く　ん
き

椿

  弘　樹（　泉　渡　部　 結 
ゆ

　 愛 ちゃん
い

椿

  幸　洋（美智子渡　部　 永 
と

　 遠 く　ん
わ

萩生

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
88鈴　木 　 正　さんひめさゆり添川
88長谷部 おわきさん萩生町萩生
81伊 藤 昭　夫さん中洞添川
71工 島 善 壽さん落合手ノ子
98中善寺 たみよさん白川
86井 上 た けさん中通高峰
60清 水 克 重さん松原
83立 石 秀 男さん石原萩生
76髙 橋 　 寬　さん萩生町萩生
84佐 藤 元兵衛さんひめさゆり添川
92本 間 朝 次さん石原萩生
82大 野 四 郎さんひめさゆり添川

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

　県内で次の事業に従事する労働者
（臨時、パートタイマー、アルバイトな
どを含む）に適用される特定（産業別）
最低賃金が改正されました。
　なお、下記に該当しない労働者は、
山形県最低賃金（１時間654円）が適
用されます。

◆問合せ先／山形労働局労働基準部賃
金室緯023―624―8224

　山形県司法書士会では、相続登記の
相談会と、相続・遺言についての相続
教室を行います。
◆日時／２月３日㈰ 
　相続登記相談会 10：00～15：00
　身近な相続教室 ①11：00、②13：30
◆会場／長井市民文化会館
◆相談料／無料
◆問合せ先／山形県司法書士会
緯023―623―7054

　「あ～す」図書室は、１月29日㈫～
２月３日㈰まで、蔵書点検のため臨時
休館となります。お手元に貸出期限を
過ぎた図書をお持ちの場合は、速やか
に返却ください。また、期間中の返却
はブックポストをご利用ください。
◆問合せ先
　町民総合センター「あ～す」
　緯72―3111

効力発生日最低賃金

平成24年
12月25日

731円1時間 電気機械器具等製造業

745円1時間一般産業用機械等製造業

747円1時間自動車・同附属品製造業

749円1時間自動車整備業

山形県特定（産業別）最低賃金

相続登記相談会と
身近な相続教室

「あ～す」図書室
臨時休館

中村文昭氏講演会

12月分　　（　）内は対前月比

5転入2,400（  -7）世帯数
17転出3,880（  -8）男人　

口
8出生4,125（-11）女
15死亡8,005（-19）計

人の動き

雪害事故防止週間
～安全な雪下ろし～

◇
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ご
愛
読
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、　

ペ
ー
ジ
で
「
被
災
地

14

か
ら
感
謝
の
言
葉
」
を
紹
介
し
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う

す
ぐ
２
年
。
伊
藤
先
生
の
言
葉
に

「
支
援
を
下
さ
る
方
々
が
い
る
こ

と
が
何
よ
り
の
励
み
で
す
」
と
あ

り
ま
す
。
生
徒
の
手
紙
に
は
、
感

謝
の
言
葉
と
共
に
、
沢
山
の
「
頑

張
る
」
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

町
の
新
成
人
が
被
災
者
の
た
め
に

行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
自
体
が
、

被
災
者
へ
の
励
ま
し
に
な
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

復
興
ま
で
、
高
い
関
心
を
持
ち

続
け
な
け
れ
ば
と
、
改
め
て
考
え

た
出
来
事
で
し
た
。 

（
か
つ
み
）



木木造造薬師如来 薬  師  如  来 座像座像
やく し にょ らい

33年に一度の御開帳

　大福寺の薬師如来座像は、境内の南側にあ
る薬師堂の中に安置されています。秘仏のた
め日常の拝観は 叶 いませんが、33年ごとに御

かな

開帳しております。前回は昭和60年、次回は
平成30年です。また、座像が作られ千年目の
平成４年にも御開帳し、近郷近在の同宗派の
住職の方々と共に、盛大に法会をとり行いま
した。
　千年を超える長い間、大切に祭られ崇拝の
対象であり続けた薬師如来座像は、それだけ
で何物にも代えがたい存在です。ありがたい
ことに、地域の有志の方々によって「薬師講」
が組織され、さまざまな寺行事へご協力いた
だき、昔と変らず薬師如来様を大切に祭って
いただいております。

梅 津 光 雄さん

大福寺住職

（椿）

　本像は椿の大福寺にある薬師堂の本尊で
ある。像高75.4㎝の木造で、作風などから
室町時代前期から中期にかけての地方仏師
の作と推定される。台座・像内修理銘札の
墨書によれば、元禄16年（1703）に仏師山
崎又右衛門によって修理されたとみられる。
近世の町の文化的状況を知る上で貴重な手
がかりとなる。
　 縁  起 によると、

えん ぎ

 摩  訶  迦  葉 作に依る三国伝
ま か か しょう

来の仏像を胎内仏として、平安時代の高僧
 恵  心  僧  都 が東国行脚の折に椿の木で彫った
え しん そう ず

御尊像と伝えられている。

　昭和60年２月、本像は町の指定有形文化
財（彫刻）に指定された。

※胎内仏：仏像の胎内に納められた小さな
仏像

解 説

木造薬師如来座像
守 り 続 け る 人 た ち

Interview

昭和59年度町指定有形文化財（彫刻）指定

写真／木造薬師如来座像。昭和60年の御開帳の際に撮影した写真です。高さ75.4㎝。眉間のやや上に生えている白 毫    には水晶が
びゃくごう

用いられている

恐
selection

文
化
財
は
、
郷
土
の
歴
史
、
民
俗
、
信
仰
、
自
然
を
物
語
る
町
の
宝
。

継
承
し
守
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
輝
く
価
値
が
あ
る 

。

この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

※




